別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：土木費　項：都市計画費　目：都市計画総務費
	事業名:美しいひだ・みの景観づくり推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　都市建築部　都市政策課　政策企画担当　電話番号：058-272-1111（内3754）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11654@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：915千円（前年度予算額：1,025千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　県内各地域においてそれぞれの地域特性に応じた良好な景観を形成すること、県民と一体となって景観行政を円滑に推進するとともに県民の景観に対する意識の高揚を図ることを目的とする。
（１）圏域別景観・屋外広告物担当者会議
・地域が一体となって良好な景観形成に関する検討を行うため、各圏域で担当者会議を開催し、それぞれの地域における課題についての研究や意見交換等を行う。
【出席者】 市町村景観・屋外広告物担当者、県土木事務所等
（２）景観形成推進員設置費
・県景観基本条例に基づき、県民と一体となって良好な景観の形成を図るとともに、県民の良好な景観の形成に関する意識の高揚を図るため、景観形成推進員を置くこととなっている。
・景観形成推進員は、任期を２年としており、平成22年度の改選において推進員の数を減少させた。（１３０人→７２人）
	２　所要経費


（１）圏域別景観・屋外広告物担当者会議　325
（２）景観形成推進員設置費　590
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅴ ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
５ ふるさとへの誇りと愛情を育てる

・景観に関する県民の意識啓発を行うとともに、景観形成に関する県民活動を促進する
	２　これまでの取組状況


　平成21年度より県内５圏域において、圏域別景観・屋外広告物担当者会議を実施しており、それぞれの地域の課題・問題点などについて意見交換・研究等を実施した。
　また、平成22年度は岐阜県景観基本条例第１７条に規定する景観形成推進員を72名配置し、県民と一体となって景観行政の円滑な推進と、県民の景観に対する意識の高揚を図っている。
	３　これまでの取組に対する評価


　圏域別景観・屋外広告物担当者会議では、屋外広告物の許可基準の確認などにより、市町村で行っている許可事務の統一的な運用等実務レベルでの連絡調整を行っている。また県民と一体となった景観行政の推進により各地域での良好な景観に対する機運も高まりつつあり、平成22年10月時点で、県内市町村における景観計画策定団体の割合が約２６％（全国平均約１４％）、全国第５位となっており、成果として現れている。
	１月１５日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	1,025
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,025

	要求額
	915
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	915

	1月15日時点査定額
	915
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	915

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


